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筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
等
の
難
病
患
者
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
遺
症
患
者
に
対
す
る
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
並
び
に
障
害
認
定
の
適
正
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労
症
候
群
（
以
下
「ME/CFS

」
と
い
う
。
）
、
線
維
筋
痛
症
、
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
と
い
う
。
）
に
罹
患
し
た
患
者
の
中
に
は
、
激
し
い
倦
怠
感
や
全
身
の
激
し
い

疼
痛
を
伴
い
、
重
症
化
す
る
と
寝
た
き
り
と
な
り
、
排
泄
に
介
助
（
お
む
つ
等
）
を
要
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
自
力
で
営
む

こ
と
が
極
め
て
困
難
と
な
る
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
お
い
て
は
、ME/CFS

と
極
め
て
類
似
し

た
、
あ
る
い
は
移
行
し
た
と
み
ら
れ
る
重
篤
な
病
態
（
活
動
後
の
著
し
い
症
状
悪
化
（PEM

：Post-Exertional 
Malaise

）

等
）
を
呈
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
新
た
な
生
活
困
難
者
が
生
じ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
疾
患
は
外
見
か
ら
病
状
が
分
か
り
に
く
く
、
一
般
的
な
客
観
的
検
査
数
値
に
表
れ
に
く
い
特
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
師
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
障
害
者
手
帳
の
取
得
や
障

害
認
定
に
お
い
て
多
大
な
る
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
寝
た
き
り
で
排
泄
介
助
を
要
す
る
ほ
ど
重
篤
な
状
態
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
等
級
が
比
較
的
軽
度
（
身
体
障
害
者
手
帳
五
級
等
）
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
生
活
実
態
と
認
定
結
果

と
の
間
に
著
し
い
乖
離
が
生
じ
て
お
り
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
か
な
い
状
況
が
あ
る
。 
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さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
の
現
場
に
お
い
て
は
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
対
象
疾
病
（
指
定
難
病
等
）
に
疾
病
名
が

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
」
「
診
断
書
を
作
成
で
き
る
専
門
医
が
身
近
に
い
な
い
」
等
の
理
由
に
よ
り
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
申
請
自
体
が
受
理
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
な
い
事
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
居
家

族
が
い
る
世
帯
に
お
い
て
は
、
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
に
よ
る
支
援
が
「
患
者
本
人
分
の
食
事
の
み
」
「
共
用
部
分
の
清
掃

は
対
象
外
」
と
い
っ
た
画
一
的
・
形
式
的
な
運
用
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
病
床
に
あ
る
親
が
子
ど
も
の
養
育
を
行
え
な

い
、
あ
る
い
は
高
齢
の
家
族
が
衛
生
環
境
を
維
持
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
生
み
出
す
な
ど
家
庭
生
活
の
維

持
を
困
難
に
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
病
名
や
家
族
構
成
の
み
で
支
援
の
可
否
を
一
律
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
生
活
機
能
障
害
の

程
度
お
よ
び
世
帯
と
し
て
の
生
活
維
持
の
実
態
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
運
用
の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
お
よ
び
運
用
に
お
け
る
生
活
実
態
・
病
態
特
性
の
反
映
に
つ
い
て 

 
 

政
府
は
、ME/CFS

、
線
維
筋
痛
症
、
お
よ
び
コ
ロ
ナ
後
遺
症
等
の
患
者
に
つ
い
て
、
寝
た
き
り
や
排
泄
介
助
を
要
す
る
ほ

ど
の
重
篤
な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
比
較
的
軽
度
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
生
活
実
態
と
乖
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離
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。
客
観
的
な
検
査
数
値
に
表
れ
に
く
い
疾
患
で
あ
っ
て
も
、
日
常
生
活

動
作
（ADL

）
や
実
際
の
生
活
実
態
、
と
り
わ
け
「
活
動
後
の
著
し
い
症
状
悪
化
（PEM

）
」
に
よ
り
持
続
的
な
就
労
や
家
事

が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
病
態
特
性
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
お
よ
び
運
用
の
妥
当
性
に
つ

い
て
検
討
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
意
思
は
あ
る
か
、
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。 

二 

専
門
医
不
足
に
伴
う
診
断
書
作
成
の
困
難
性
お
よ
び
自
治
体
窓
口
へ
の
周
知
に
つ
い
て 

 
 

こ
れ
ら
の
疾
患
の
診
断
や
適
切
な
診
断
書
の
作
成
が
で
き
る
専
門
医
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
在
住
の
患
者

等
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
に
必
要
な
診
断
書
を
入
手
で
き
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
国
と
し
て
、
主
治
医
や
地
域

の
一
般
医
が
こ
れ
ら
の
疾
患
の
重
症
度
を
適
切
に
評
価
し
、
障
害
認
定
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
に
資
す
る
診
断
書
を
作
成

で
き
る
よ
う
、
最
新
の
知
見
を
反
映
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
や
専
門
的
知
見
の
普
及
を
進
め
る
具
体
的
な
施
策
は
あ
る

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
窓
口
と
な
る
地
方
自
治
体
に
対
し
、
専
門
医
の
少
な
さ
を
理
由
に
申
請
を
拒
む
こ
と

が
な
い
よ
う
指
導
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。 

三 

病
名
や
手
帳
の
有
無
に
左
右
さ
れ
な
い
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て 

 
 

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、ME/CFS
や
コ
ロ
ナ
後
遺
症
等
が
制
度
上
の
疾
病
区
分
（
支
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給
対
象
と
な
る
難
病
等
）
に
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
手
帳
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
自
治
体
の
窓
口

で
受
給
者
証
の
交
付
や
申
請
自
体
が
制
限
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
政
府
の
認
識
は
如
何
か
。
同
法
に
お
い
て
は

「
手
帳
の
有
無
を
問
わ
ず
、
心
身
の
障
害
や
難
病
等
に
よ
り
一
定
の
制
限
が
あ
る
者
」
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
病
名
や
手
帳
の
有
無
の
み
を
理
由
と
し
て
必
要
な
支
援
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
生
活
機
能
障
害
の
程
度

に
基
づ
き
速
や
か
に
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
た
め
の
法
制
度
上
の
運
用
の
明
確
化
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
た
い
。 

四 

同
居
家
族
が
い
る
世
帯
へ
の
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
運
用
の
あ
り
方
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
防
止
策
に
つ
い
て 

 
 

同
居
家
族
が
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
患
者
が
重
症
で
家
事
や
育
児
が
全
く
で
き
な
い
場
合
、
訪
問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
「
同
居
家
族
が
い
る
か
ら
」
と
し
て
一
律
に
共
用
部
分
の
清
掃
や
家
族
分
の
調
理
等
の
支
援
を
対
象
外
と
す
る
形

式
的
な
運
用
は
、
世
帯
全
体
の
困
窮
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
化
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
。
国
と
し
て
、
家
族
の
状
況
や
実
質
的

な
介
護
・
養
育
能
力
の
有
無
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
家
庭
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
家
事
援
助
の

対
象
拡
大
等
）
を
認
め
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
通
知
等
で
運
用
の
弾
力
化
を
促
す
考
え
は
あ
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


